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は

じ

め

に

　

覚
如
が
二

度
に

亘
っ

て

存

覚
を

義
絶
し
た
こ

と
は

、

初
期

真
宗
教

団

に

お

け
る

重

大
事
で

あ
っ

た
が

、

親
鸞
が

善
鸞
を
義
絶
し

た
こ

と

と

異

な

る

の

は
、

覚
如
と

存

覚
は

最

終
的

に

は

和
解
し
て

互
い

の

志
を

確

認

で

き
た

こ

と
で

あ

る
。

義
絶
の

理

由
に
つ

い

て

は
諸

説
あ
る

が
、

二

人

の

問
に

は
い

ず
れ
の

理

由
も
克

服
で

き

る

だ

け
の

共
通
の

目

的
と

強
い

連

帯
意
識
が

あ
っ

た
の

で

あ
る

。

　

覚
如
・

存
覚
が

、

親
鸞
の

子
孫
が

統

率
者
と

な
っ

て

教
団

を

率
い

る

い

わ

ゆ
る

本
願

寺
教
団
の

確
立
を

目

的
と

し

た
こ

と

は

明
ら

か

で

あ
る

が
、

こ

の

目
的
の

達
成
の

た

め

に

な

さ

れ

た

の

は
、

ま
ず
親

鸞
を
中
心

と

す
る

歴

史
の

叙
述

、

具
体
的
に

は

伝
記
の

制
作

、

次
い

で

真
宗
教

義

の

周
知

、

そ
の

た

め
の

要
論
の

執
筆

、

さ

ら

に

は

各
地
の

門

徒
達
の

糾

合

等
々

。

結
果
的
に
こ

の
一

門
の

手

に

な

る

多
く
の

著
作
が

遺
さ
れ

た

の

で

あ
り

、

そ
れ

ら
は
い

わ

ゆ

る

「

聖

教
」

と
し

て

そ
の

伝

承
と

解

釈

が

そ
の

後
の

本
願

寺
教
団
の

課
題

と
な
っ

た

の

で

あ
る

。

著
作
は

覚
如
・

存
覚
の

卓
越
し

た

文
筆
の

才
の

な
せ

る

も

の

で

あ
っ

た
が

、

そ
れ

を

支

え

た

門
弟
達
の

助

力
と

力
旦

里

を

見
落
と

す
こ

と

は

で

き
な
い

。

本

論
で

は
、

覚
如
・

存
覚
の

著
作
に

協
力
し

た

寂

静
・

永
承
・

乗
専
・

了
源
・

従
覚
を
取
り
上

げ
、

彼
等
の

経
歴
・

事
跡
・

教
団
へ

の

寄

与
等
に
つ

い

て

考
察
し
て

み
た

い
。

一

　

覚
如
・

存
覚
の

地

方
歴

訪

　

覚
如
・

存
覚
は

京
都
の

大
谷
の

地
を
本

拠
と

し

て

教
化

活
動
を

続
け

た

が
、

覚
如
の

父

覚
恵
の

代
か

ら

継
続
さ

れ

た

東
国
を
初
め
と

す
る

各

地
の

歴
訪
に

よ
っ

て

教
団
内
で

の

教

化
、

支
持
者
と

の

交

流
を
は

か

る

等
、

二

人
の

生

涯
は

旅
と

共
に

あ
っ

た

と

言
っ

て

過
言
で

は

な
い

。

『

存

覚
一

期
記
』

『

慕

帰
絵
詞
』

『

最

須
敬
重

絵
詞
』

に

よ

り
、

二

人
が

訪
れ

た

時
と

所
を

あ
げ
て

み

た
い

。

（

一
）

覚
如

正

応
三

年
（
一

二

九
〇
）

二
一

歳
。

　

三

月
、

覚

如
、

父

覚
恵

に

従
っ

　
　
て

、

東

国
巡

見
。

相
州

、

余
綾
山
中

で

慈
信
坊
（
善
鸞）
・

如

信
が
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入
来
し
面
謁
す
る

。

二

年
後
帰
洛
し

、

大
谷
に

居
住

。

乾
元
元

年
（
一

三

〇
二
）

三

三

歳
。

　

覚
如

、

勧
進
を
す
る

覚
恵
の

使
い

　
　
で

東
国
に

下
向

。

徳
治
二

年
（

＝
二

〇

七
）

三

八

歳
。

　

覚
如

、

三

河
に

下
向

。

和
田

道

場

　
　
伝
来
の

親

鸞
自
筆
『

上

宮
太
子

御
記
』

を

書
写

。

奥
州

野
辺
の

了

　
　
専
・

了
意
父

子
と

共
に

奥
州
に

赴
く
。

延
慶
三

年
（

；
二

〇
）

四
一

歳
。

　
一

月
、

覚
如

、

存
覚
に

作
ら
せ

た

　
　
勧
進

状
を

用
意
し
関
東
へ

下

向
。

影
堂

相
続
の

こ

と

を
、

岩
代
の

　
　
安
積
門
徒

、

常
陸
の

鹿
島
門
徒
の

了
承
を

得
て、

覚
如

は

従
来
通

　
　
り
大
谷
に

住
す

。

応
長
元
年
（

一

三

＝
〉

四
二

歳
。

　

覚
如

、

存
覚
と

共
に

越

前
に

下
向

。

　
　
大
町

如
道
の

許
に

滞
在

。

存
覚
が

覚
如
の

命
で

如
道
に

『

教
行
信

　
　
証
』

を
講

義
。

伊
勢
に

赴

く
。

冬
頃

、

奥
州
へ

下
向

。

こ

の

年
、

　
　
親
鸞
五

十
回
忌

。

正
和
元

年
（

；
二

二
）

四
三

歳
。

　

覚
如

、

如
信
の

十
三

回

忌
に

金
沢

　
　
の

道
場
や

大
網
に

参
り
仏

事
を

修
す
る

。

正
和
三

年
（

；
二

四）

四

五

歳
。

　

春
頃、

覚
如

、

存
覚
と

共
に

、

尾

　
　
張
に

下
向

。

文
保
元

年
（

一

三
一

七
）

四

八

歳
。

　

八

月
下
旬

、

覚
如

、

存
覚
夫
妻
と

　
　
と

も
に

、

天

王

寺
へ

参
詣

。

元
応
元

年
（

；
＝

九）

五

〇

歳
。

　

五

月
。

覚
如
・

存
覚

、

三

河
か

ら

　
　
信
濃
を

経
て
、

飯
田
の

寂
円
の

も
と
へ

行
く

。

　
　

　
覚
如
・

存
覚
を
支
え
た

門
弟
達
（

龍

　
口）

嘉
暦
元

年
〔
一

三

二

六
）

五

七

歳
。

　

九

月
五

日
、

覚
如

、

『

執
持

鈔
』

　

　
を
著
す

。

正

慶
元

年
（

一

三
三

二
）

六
三

歳
。

　

前
年

、

覚
如

、

如

信
三

十
三

回
忌

　

　
を

勤
修

す
る

た

め
、

東

国
へ

下

向
、

経
廻

。

主

な

門
徒
二

十

余
人

　

　
に

署
名
を
求
め

る
。

建
武
三

年
（

一

三

三

六
）

六
七

歳
。

　

夏
頃

、

摂
津
（

溝
杭
辺
）

へ

下
向

。

　

　
戦
火
を
避

け
る

た

め
、

近

江
瓜
生

津
で

越

年
。

翌

年
、

春
頃

、

近

　

　
江
よ

り
帰
洛

。

暦
応
元

年
（

一

三
三

八
）

六

九
歳

。

　
一

〇

月
頃

、

覚
如
・

存
覚

、

鎌
倉

　

　
常
葉
へ

親

鸞
御
影
を
迎
え
に

向
か
っ

た

が
、

途
中

尾
張
よ
り
引
き

　

　
返
す

。

（

二
）

存
覚

元

亨
二

年

2
三
二

二
）

三

三

歳
。

　

存
覚

、

覚
如
よ

り
勘
気
を

蒙
り
六

　

　
月
二

五

日

に

大

谷
を

去
り

、

近
江

瓜
生

津
の

愚

咄
の

許

に

行

く
。

　

　
そ
の

後
奥

州
に

下
向

。

翌

年
三

月
末

、

存
覚

、

近
江

瓜
生
津
に

到

　

　
着

。

五

月
に

了

源
の

建
立

に
よ

る

山

科
の

寺
に

入
る

。

元

弘
元
年
（

一

三
三
一
）

四
二

歳
。

　

存
覚

、

一

月
二

二

日
、

仏
光

寺
炎

　

　
上

の

た
め

、

関

東
に

出
発

。

近
江
瓜
生

津
に

奈
有
・

光
女
・

光
徳

　

　
丸
を
預
け

、

存

覚
は

単
身
関
東
に

向
か

う
。

二

月
一

一

日
鎌
倉
の

　

　
願
念
の

許
に

到
着

。

正
慶
元
年
（

一

三
三

二
）

四
三

歳
。

　

存
覚

、

鎌
倉
大
倉
谷
に

移
住

。

翌

　

　
年、

鎌
倉
を
出
て

、

近
江
瓜
生

津
の

仏
光
寺
に

向
か
う

。
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覚
如
・

存
覚
を

支
え
た

門
弟
達
（
龍

　
ロ
）

建
武
四

年
（
一

三

三

七
）

四

八

歳
。

　

存
覚

、

備
後
に
て

『

顕
名
鈔
」

を

　

　

著
す

。

建
武
五

年
（

；．
三

八
）

四

九
歳

。

　

存

覚
、

備
後
国
府
で

法
華
宗
と

対

　

　

論
。

『

決

智
鈔
』

他
を
著
す

。

康
永
三

年
（
一

三

四
四
）

五

五

歳
。

　

二

月
、

存

覚
、

大

和
へ

下

向
し

、

　

　

居
住

。

十
二

月

頃
上

洛
し

、

六

条
大
宮
に

居

住
。

貞

和
二

年
（

＝
二

四

六
）

五

七

歳
。

　

存
覚

、

教
願
の

申
し

入
れ

に
よ

り

　

　

大
和
に

滞
在

。

観
応
元

年
（
一

三

五

〇
）

六
一

歳
。

　

存
覚

、

一

一

月
二

九
日

、

河

内
大

　

　

枝
へ

下

向
。

延
文
六

年
（
一

三

六
一
）

七
二

歳
。

　

三

月
二

日
、

当
時
江

州
木
部

錦
織

　

　

寺
に

居
た

存
覚
の

も
と

へ

大
和
か

ら
三

人

の

門

徒
訪
れ
る

。

　

存
覚
の

辞
世
の

歌
と

さ

れ

る

「

い

ま

は

は

や
一

夜
の

夢
と

な
り
に

け

　
ゆ

き

き

り

往
来
あ
ま
た

の

か
り
の

や

ど

や
ど
」

に

象
徴
さ

れ

る

よ

う
な

覚
如
・

存

覚
の

生

涯
で

あ
り

、

二

人
の

旅
は

本
願
寺
教

団
を

作
り
上

げ
て

行
く

上
で

重
要
な

意
味
を

持
っ

て
い

た

と

言
え
よ

う
。

二

　
文
官
の

家

　

覚
如
が

親
鸞
の

教
え
の

弘

布
に

あ
た
っ

て
、

父

覚
恵
か

ら

受
け

継
い

だ

教

団
を

発

展
さ

せ

る

た

め

に

最
も

力
を

注
い

だ

の

は
、

聖

教
の

著

作
、

及
び

門
弟
に

そ
の

内

容
を

理
解
さ

せ

る

こ

と
で

あ
っ

た

と

考
え
ら

れ
る

。

覚
如
は

親
鸞
の

三

十
三

回

忌
に

あ
た

り
、

宗
祖
親

鸞
の

徳
を

偲

び

『

報
恩
講
式
』

を
著
し

、

続
い

て

翌
永
仁
三

年
（
一

二

九
五
）

に

『

親

鸞
伝
絵
』

を

著
し

た
。

こ

れ

に

よ
っ

て

祖

師
親
鸞
は

明
確
な

崇
拝
の

対

象
と

な
り

、

親
鸞
の

血

筋
を

尊
ぶ

浄
土

真
宗
本
願
寺
教
団
の

方
向
性
が

定
ま
っ

た
と
い

っ

て

よ
い

。

　

覚
如
は

『

親
鸞
伝
絵
』

の

冒
頭
に

、

親
鸞
の

出
自
を

述
べ

て
、

　
そ
れ

　

　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
ふ
じ
わ

ら

う
じ

　

あ
ま
つ

こ

や
ね
の

み

こ

と

　
夫
聖
人

の

俗
姓

は
、

藤
原
氏、

天

児
屋
根

尊
二

十
一

世
の

苗
裔
大

織
冠
の

玄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
ひ
つ

の
さ

い

し

よ
う

　
孫、

近
衛
大
将

右
大
臣
従
一

位
内
麿
公、

六

代
の

後
胤

、

弼
宰
相
有
国
卿
五

代

　
の

孫
、

皇
太

后
宮
大
進
有
範
の

子
な

り。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

御
伝
鈔
』

（
真
聖
全

　
三

　
六
三

九

頁
）

と

讃
え
る

。

一

体
、

僧
侶
の

伝
記
い

わ

ゆ
る

僧
伝
で

、

そ
の

祖
先
が

神

（

天

児
屋

根
尊）

と

言
っ

た

者
が

あ
っ

た

で

あ
ろ

う
か

。

し
か

し

出

自
が

藤
原
氏
の
一

支
流
「

日

野
氏
」

で

あ
る
こ

と

は

覚
如
に

と
っ

て

は

最
要

の

事
で

あ
っ

た
。

日

野
氏
に
つ

い

て

は
、

覚
如
の

二

男
従
覚
の

『

慕
帰

絵
詞
』

に

文
官
と

し
て

の

日

野
氏
に

つ

い

て

よ

り
詳
し

く
言
及
す
る

。

　
つ

ら
つ

ら

　
倩
　
往
時
を
思
に

、

宗
光
朝
臣
は

白
河
・

鳥
羽
院
等
の

聖

代
に

仕
へ

り
、

宗
業

　
卿
は
後
鳥
羽
・

土

御
門
の

明
時
に

つ

か
へ

て
、

各
文
道
抜
群
の

ほ
ま

れ
を
ほ

ど

　
こ

し、

儒
門

絶
倫
の

名
を
揚
て

、

後
鳥
羽

院
に
は
四

儒
随
一

た

り
し

か
ば

、

上

　
古
よ
り

当
時
に

至

ま
で

も
、

道
に

ふ

け
り、

学
を
た

し
な

む
家
と
云

事
を

褒
美

　
讃
嘆
せ
ぬ

は

な
か

り
け

り
。

　
　

『

慕
帰
絵
詞
』

（
真
聖
全
　
三

　
七
七
三

頁）

　

覚
如
の

前
記
『

親
鸞
伝
絵
』

に

も
、

親
鸞
が

在
俗
で

あ
れ
ば
「

朝
廷

に

仕
へ

て

霜
雪
を
も
戴
き

、

射
山
に

わ

し

り
て

栄

華
を
も
ひ

ら
く
べ

か

り
し

人
な
れ

ど
も
」

（
六一
二

九

頁
）

と

し

て
、

天

皇
の

侍
読

等
を
輩
出
し
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た

日

野
家
に

対
す
る

強
い

こ

だ

わ

り
が

如
実
に

示
さ

れ
て

い

る
。

　
こ

の

よ

う
な

意
識
は

親

鸞
に

は

見
ら

れ

な
い

も

の

で

あ
る

。

が
、

親

鸞
の

娘

覚
信
尼
は

、

ふ

た
い

と

こ

の

日

野
広
綱
と

結
婚
し

、

父

以

来
の

日

野
氏
と

の

結
び

付
き
を

強
め

、

爾
来

、

覚
信
尼
の

長

男
覚
恵

は

ロ

野

家
光
の

猶
子
と

な

り
、

そ
の

長
男

覚
如

、

さ

ら

に

存
覚
も
日

野
俊
光
を

猶
父
と
し

、

存
覚
の

次
男
光
助
は

日

野
家
の

子
弟
が

多
く
入
寺

す
る

今

熊
野
の

智
蓮
光
院
に

入
っ

て

い

る
。

　

修

学
の

仕
方
も

、

宗
祖

親
鸞
は

日

野
家
の

慣
例

に

従
い

幼
少
の

頃
か

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

（
1

）

ら

厳
し
い

漢
文
の

教
育
を

受
け
た

の

で

あ
る

が
、

覚
恵
以
後
も

、

い

わ

ゆ

る

宗
学
で

あ
る

親
鸞
の

教
義
を

学
ぶ

前
提
と

し

て

漢
文
を

学
び

、

仏

教
全

般
を

修

得
す
る

こ

と

が

伝
統
と

し

て

あ
っ

た

よ

う
で

あ
る

。

覚
恵

は

日

野
光
国
に

導
か

れ

青
蓮
院
尊

助
の

門
に

入
り
密
教
を
修
し

、

覚
如

は

澄
海
よ

り
内

外
典
を

伝
授
さ
れ
た

。

こ

の

よ

う
に

こ

の
一

門
で

は

日

野
家
の

存
在
が

教
団
を

形
成
す
る

上
で

も
大

き

な
意
味
を
持
っ

た

と

言

え
よ

う
。

三

　
覚
如

・

存
覚
を
支
え
た

門
弟
達

　
以
上
の

よ

う
に

覚
如
は

教
団
生

成
を

意
図
し

て
、

ま

ず
は

宗
祖
親

鸞

の

伝

記
作

成、

続
い

て

親
鸞
が

師
法
然
の

弟
子
中
で

い

か
な
る

立

場
に

あ
っ

た

か

を

明
ら

か

に

す
る

法
然
伝
『

拾
遺
古
徳
伝
』

の

作
成
が
長

井

導
信
の

勧
め

に

よ

っ

て

な

さ

れ

た
。

法
然
を

始
祖
と

す
る

諸

流
が
割

拠

し
て
い

る

当
時
の

状

況
を

考
え
れ
ば

、

親
鸞
の

位
置
の

確
定
は

是
非
と

覚
如
・

存
覚
を
支
え
た

門
弟
達
（
龍

　
口
）

も
必

要
な
こ

と

で

あ
っ

た
。

ま
た

宗
義
の

周

知
の

た

め

に

多
く
の

書
が

門
下
の

者
に

書
き
与
え
ら

れ

た
。

与
え
ら

れ

た

門
弟
達
は

そ
れ

に

対
し

て

師
へ

の

惜
し

み

な
い

援
助
を

し

て

師
を

支
え

る

と

共
に

、

そ
の

書
を

帯
し
て

宗
義
の

弘
布
に

努
め

た
。

　

覚
如
の

著

述
は

『

執
持
鈔
』

『

口

伝
鈔
』

『

本
願
鈔
』

『

改
邪
鈔
』

『

願

願

鈔
』

『

最
要
鈔
』

等
が

あ

り
、

存
覚
の

も
の

と

し

て

は

『

浄
土
真
要
鈔
』

『

諸
神
本
懐
集
』

『

持
名
鈔
』

『

破
邪
顕
正

抄
』

『

女
人

往
生

聞
書
』

『

弁
述

名
体
鈔
』

『

顕

名
鈔
』

『

決
智
鈔
』

『

法
華
問

答
』

『

報

恩
記
』

『

至

道

鈔
』

『

選
択
註
解
鈔
』

『

歩
船
鈔
』

『

存
覚
法
語
』

等
が

あ

り
、

門

弟
達
は

そ

れ

ら

の

書
を

読
み

理

解

す
る

能

力
が
あ
っ

た

こ

と

は

言

う
ま

で

も

な
い

が
、

そ
の

教

え
を

体
得
し

自
ら

述
作
を
為
し

、

師
を

顕
彰
し

た
。

主
な

人

を
次
に

あ

げ
た
い

。

（

一
）

寂
静

　

岡
崎
市

妙
源
寺
蔵
『

親
鸞
上

人
門
弟
等
交
名
』

に

よ

る

と

高
田

門

徒

の

系
統
を
ひ

く
三

河
国
和
田

門

徒
に

属
す
る

人

で

あ
る

。

和
田

門
徒
に

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
（

2〕

お
い

て

は

太

子
信
仰
が

盛
ん

で

あ
り

、

徳
治
二

年
（

＝
二

〇
七
）

に

覚
如

が

三

河
に

下

向
し

、

和
田
道
場
伝
来
の

親
鸞
自
筆
の

『

上

宮
太
子
御
記
』

を
書
写
し

て
い

る

が
、

寂
静
も

嘉
暦
元
年
（

一

三
二

六
）

に

四

天
王

寺
に

参
詣
し

、

『

聖

徳
太
子
伝
暦
』

を
書
写
し
た

。

真
宗
教
団
で

勧
信
の

た

め

の

太
子
信
仰

を

鼓
吹
し
た

の

で

あ
る

。

建
武
三

年
（
一

三

三

六
）

覚
如
が

近
江

に

戦
禍
を

避

け
て
い

る

時
に

大
谷
影
堂
が

戦
火
で

焼
け
た

が
、

寂

静
は

高
田
の

専
空

ら

と
共
に

修
復
し

、

覚
如
を

助
成

す
る

等
し

た
。
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覚
如
・

存
覚
を

支
え
た

門
弟
達
（

龍
　
口
）

（
二
）

永
承
（

覚
淳
）

　

願
智
坊
永
承
に

は

著
作
は

な
い

が
、

嘉
暦
元

年
（
一

三
二

六）

覚
如
に

『

執
持
鈔
』

を

与
え
ら
れ

た
こ

と

は
、

永
承
の

み

な

ら

ず
覚
如
に

と

っ

て

も
転

機
と

な
っ

た

と

考
え
ら

れ
る

。

そ

れ

ま
で

伝
記
類
の

制
作
の

み

で

あ
っ

た

覚
如
が

、

親
鸞
の

信
心

の

精
髄
を

示
す

書
を

著
し
た

か

ら

で

あ

る
。

そ
の

後
覚
如
は

「

口

伝
鈔
』

他
、

数
々

の

著

作
を

な
し
た

。

永
承

は

覚
淳
の

名
を
授
け
ら

れ
、

美
濃
か

ら

飛
騨
に

移
っ

て

念
仏

を
弘
め

た
。

覚
淳
は

飛
騨
吉
田

に

聞
名
寺
を

開
き

、

こ

の

地

で

没
し

た
が

、

百
年
後

に

は

こ

の

寺
は

山

を

越
え

、

越
中
富
山

の

地
に

教
線
を
拡
げ
る

。

覚
淳

は

美
濃
各
務
原
の

出

身
と

伝
え
る

が
、

在
住
し

た

岐
阜
に

は

そ

の

後
も

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
3
）

信
心

の

伝
統
が

守
ら

れ

現
在
ま
で

続
い

て

い

る

こ

と

を
考
え
る

と
、

覚

如
・

覚
淳
の

影
響
の

大

き

さ
が

推
し
量

れ

る
の

で

あ
る

。

（

三
）

乗
専

　
丹

波
の

人
。

清
範
法
眼
と

名
乗
り

、

「

三

宗
の

う
ち
教
外
別
伝
の

宗
門

に

入

り、

か

ね

て

は

『

法
華
』

読
誦
の

懇
露
を
凝

し

め

け
り

。

そ

の

性

岐
嶷
に

し

て
一

代
仏
教
の

腑
蔵
を

捜

識
ば

や
と

心

に

か

け
、

無

量

内
外

の

典
籍
を

博
覧
せ

ん

と

志
を
は
こ

び
」

（

『

慕
帰
絵
詞
』

（
八

Q
九
頁
）

）

弁
と

筆
に

長
け

た

僧
侶
で

あ
っ

た
。

覚
如

に

帰
依
し

て

以

後
、

よ

く

浄

土

真

宗
の

弘
布
に

努
め

、

「

乗
専
法
師
の

写
伝
し

た

聖
教
類
は

、

現
存
の

分
と

他
の

記
録
で

知
り
得
た

分
と

を
合
せ

て

二

十
七

部

ば
か

り
、

そ
の

年
代

は

元

弘
二

年
、

三

十
八

歳
か

ら

文
和
元

年
五

十
八

歳
ま
で

二

十
一

年
間

　
　
　

　
　
（
4

）

に

亙

る

の

で

あ
る

。

」

と
の

指
摘
が
あ
る

が
、

謹
厳
な
字
体
で

聖
教
類
の

多
く
の

書

写
本
が

遺
さ

れ

て
い

る
。

ま
た

流

麗
な

文
体
で

『

最
須

敬
重

絵

詞
』

を
著
し
た

が
、

こ

れ

は

『

慕
帰
絵
詞
』

と

同
様
覚
如
の

伝

記
で

あ
り

、

初
期
本
願
寺
派
の

実
情
を
伝
え
る

貴
重
な
史
料
と

言
え
る

。

（

四
）

了
源
（

空
性
）

　

元

応

元

年
（

三

三
九
）

八

月
、

『

勧
進

帳
』

を

制

作
。

元

応
二

年

（

一

三
二

〇
）

初
め

て

大

谷

本
願
寺
に

帰
参

。

俗
名
弥
三

郎
、

比
留
左
右

衛

門

維
広
所

属
の

中
間
で

あ

り
、

麻
布
門
徒

明
光
の

門

人
で

あ
っ

た
。

覚
如
の

元
を

訪
ね
た

が

存
覚
が

指
導
す
る

こ

と

に

な

り
、

以
後

存
覚
に

近
侍
し
た

。

存
覚
は

『

女
人
往
生
聞
書
』

以
下

、

「

数
十

帖
の

聖
教
を

、

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　（
5∀

あ

る

い

は

新
草

し
、

あ
る

い

は

書
写

し

て
」

与
え

た
。

元

応
二

年

（

一

三
二

〇
）

一

月
に

既

に

仏

師
湛
空
に

聖

徳
太
子
の

尊
像
を

作
ら

せ
、

二

八

日
先
師
阿
佐
布
の

了
海
の

遺

骨
を
太

子
像
の

頭

中
に

込
め

、

開
眼

供

養
を

行
な
っ

て

い

た
。

こ

の

像
の

胎
内
文
書
を
認
め
た
円
空
（
乗
専）

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
6

）

の

仲
介
で

覚
如
・

存
覚
の

も
と

に

や
っ

て

来
た
と

の

説
が

あ
る

。

存
覚

の
一

家
を
庇
護
し
つ

つ

了
源
は

仏

光
寺
派
を

確
立

し

た

が
、

伊

勢
路
で

賊
に
襲
わ

れ
亡

く
な
っ

た

と

伝
え
る

。

（

五
）

従
覚

　

覚
如
の

次
男

。

兄
存
覚
と

共
に

父

の

本
願
寺
第
三

世
覚
如
を

補
佐
し

、

長
男
で

あ
る

本
願
寺
第
四

世
善
如
を
後
見
し
た

。

正

慶
二

年
（

＝
二

三

三
）

親
鸞
の

書
翰
を
集
め

、

『

末
灯
鈔
』

を
編
纂
し
た

。

観
応
二

年
（
一

三

五

こ
、

覚
如
亡

き
後、

そ
の

生

涯
を

綴
り

、

当

代
の

書
家

、

画

家
の

助
力
を

得

て
、

『

慕
帰
絵
詞
』

を

制
作
し
た

。

古
来

、

絵
巻
物
の

傑
作
と

さ

れ
る

。
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む

す
び

　

以
上

、

初

期
本
願

寺
教
団
に

お
い

て
、

覚
如
・

存
覚
を
中
心
に

教

団

の

生

成
に

携
わ
っ

た

人
々

の

事
跡
を
辿
っ

て

み

た
。

覚
如
・

存
覚
の

意

志
に

沿
い

、

協
力
を

惜
し

ま
な
か
っ

た

こ

れ

ら

の

門
弟
達
は

、

そ
れ
ぞ

れ

著
作
を

心

得
て

い

た

と

考
え
ら

れ
、

他

派
か

ら

転
宗
し

た

者
も

、

二

人
に

帰

依
し

た

後
は

、

そ
の

実
力
を
よ

く
発
揮
し

宗
門
の

発

展
に

寄
与

し

た

の

で

あ

る
。

〈

キ
ー

ワ

ー
ド

〉

　
初
期

本
願
寺
教
団、

覚
如、

存
覚、

乗
専、

従
覚

　
（
東
方
学
院

講
師）
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1
　
今
井
雅

晴
『

親
鸞
と

東
国
』

（
吉
川

弘
文
館、

二

〇

＝
二

、

一

七

頁
）

。

2
　
村
松
加
奈
子
「

聖
徳
太
子

絵
伝
の

制
作
拠
点
に

関
す
る
一

考
察
11

天
王

　
寺
と

法
隆
寺
を
中
心
に

　

　
」

（
『

文

化
創
造
の

図

像
学
』

（
ア

ジ

ア

遊
学

　
一

五

四、

勉
誠
出

版
、

二

〇
一

二
、

三
一

頁
）

。

3
　
覚
如
・

覚
淳
の

信
心
を

伝
え
る

寺
と

し
て
、

岐
阜
市
の

舩
橋
願

誓
寺
・

円

　
徳
寺

、

吉
城
郡
吉
田
の

常
蓮
寺

、

富
山

県
八

尾
聞

名
寺
等
が

知
ら

れ
る

。

4
　
禿
氏
鮪
祿
「

乗
専
法
師
と

仮
名
聖
教
の

写
伝
」

（
『

宗
学
院

論
輯』

第
二

〇

　
号

、

一

九
七
六
、

一

−
二

二

頁）
。

5
　
重
松
明

久
『
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